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【議案】 

・議案第１号 小松市奨学金貸与条例施行規則の一部改正について（学校教育課） 

 

【報告事項等】 

・令和５年度広域通学者の決定について（学校教育課） 

・寄附受納について（学校教育課） 

・令和４年８月４日大雨災害により被災した学習用タブレット端末の新規導入に 

 ついて（教育研究センター） 

・小松っ子未来郵便について（生涯学習課） 

・第４回小松市未来型図書館基本構想策定委員会の開催状況について（生涯学習課） 

・令和４年度サイエンスヒルズこまつ科学賞授与式について（ひととものづくり科学館） 

・令和５年度 推薦入学概要について（市立高校） 

・令和５年度 一般入学検査概要について（市立高校） 

 

 

 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和５年１月16日 

【議案】 

件 名 議案第１号 小松市奨学金貸与条例施行規則の一部改正について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
奨学金を必要とされる方がさらに活用しやすい制度とするため、

貸与要件である所得基準・連帯保証人について緩和するもの。 

教育委員等の意見 

【吉原委員】 

 規則の一部改正後、貸与を受ける者は増えるのか。 

【北村委員】 

 奨学金の申請者が少ないように思う。他の奨学金制度とどのよう

に違うのか。 

回   答 

【岩脇学校教育課長】 

 貸与を受ける者は現行規則に則ると１名であるが、規則の一部改

正後は６名になる。 

 大学等に進学したいが経済的理由により進学できない者を対象と

している点、小松市内の事業所等に就職した者には貸与額の半分に

相当する額の返還を免除する点がある。 

 議案第24号 承認 

 

 

【報告事項等】 

件 名 令和５年度広域通学者の決定について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

広域通学制度は、市内在住の児童・生徒が通学区域にかかわらず

通学できる制度であり、小松市では松東みどり学園を指定校として

いる。入学・転入学の条件は、保護者が松東みどり学園の教育目

標・方針に理解・賛同し、児童・生徒が教育活動に積極的に参加で

きること。令和５年度の広域通学者は、39名になる予定。 

教育委員等の意見 
【北村委員】 

 判定で認められない人もいるのか。 

回   答 
【岩脇学校教育課長】 

 認められない人もいる。 

 



件 名 寄附受納について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
英語教育の充実のためとしてご寄附をいただいた。寄附者につい

ては、匿名を希望されている。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 
令和４年８月４日大雨災害により被災した学習用タブレット端末の

新規導入について 

所管部課名 教育研究センター 

内 容 

大雨災害により、夏休み期間中に家庭学習で利用するため自宅に

持ち帰っていた学習用タブレット端末のうち６台が水に浸かり使用

不可能となったため、６台を新規導入したもの。 

教育委員等の意見 特になし 

 

件 名 小松っ子未来郵便について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

10才（小学4年生）が８年後の成年となった18才（高校３年

生）の自分へ手紙を送り、自分の夢や将来について考える機会とす

るもの。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 立志式をする14歳で手紙を書いた方が効果があるのではない

か。 

回   答 

【坂下生涯学習課長】 

各学校で活用しているキャリアパスポートを利用し、10才での

思いを14才で見返すことも可能だと思っている。できるだけ長い

期間にわたって考える機会を提供していきたい。 

 

件 名 第４回小松市未来型図書館基本構想策定委員会の開催状況について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

未来型図書館基本構想の策定にあたり、第４回策定委員会を12

月12日に開催した。議論の主な内容は、①未来型図書館のビジョ

ン・コンセプト案について②施設・蔵書規模の考え方について③官



民連携による事業手法の可能性について④立地候補エリアについて

⑤事業推進スケジュールについて⑥今後のスケジュールについてで

ある。第５回策定委員会は２月６日に開催予定。 

教育委員等の意見 

【中惣委員】 

 市外の人が行ってみたいと思えるような一番の特色はなにか。 

 誘致につながるものではなく、小松市民が集って交流する場とい

うことか。 

回   答 

【坂下生涯学習課長】 

 未来型図書館はこの施設単館で人を呼ぶというよりは、ここを核

として、小松市全体の情報を出し、情報や人などいろいろなものを

つなげていくもの。小松市民が元気になり、それが波及して周りに

広がっていくイメージ。 

 

件 名 令和４年度サイエンスヒルズこまつ科学賞授与式について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 

 科学分野において顕著な活躍及び優秀な成績を収めた青少年に対

し、また科学振興に功績のあった個人及び団体に対し、「ヒルズ科

学賞」を贈るもの。 

選考委員会は２月２日に、授与式は３月５日に開催予定。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 令和５年度 推薦入学概要について 

所管部課名 市立高校 

内 容 

募集人数は、普通科18名、普通科（芸術コース）10名。 

出願の要件は、学習意欲が高く学校長の推薦があること。 

２月３日に選考を行い、２月９日に合格通知を行う。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 推薦入学の募集人数について県の承認が必要なのか。募集人数を

増やせばもっと入る方が増えると思う。 

回   答 

【出口事務長】 

 募集人数は県に届出して承認を受けている。 

 公立高校推薦入学の人数の上限は、県で募集定員の25％と統一

されている。 

 

件 名 令和５年度 一般入学検査概要について 



所管部課名 市立高校 

内 容 

募集定員は、普通科120名、普通科（芸術コース）40名。３月

７日及び８日に学力検査を実施し、３月15日に合格発表を行う。

なお、体調不良者は別室での受検に対応。体調不良等による欠席者

には、３月23日に追検査を行う。 

教育委員等の意見 

【北村委員】 

 コロナウイルスの濃厚接触者への対応はどうするのか。安心して

受けてもらうため、対応について受検者に周知してほしい。 

回   答 

【出口事務長】 

 新型コロナウイルス感染症・インフルエンザウイルス感染症など

の対策として、志願者の症状に応じて６か所の検査会場別室を準備

している。 

 

件 名 勝木賞について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
勝木賞の審査会は１月18日、授賞式は２月８日開催予定のた

め、結果については委員の皆様へ個別にお知らせする。 

教育委員等の意見 特になし 

 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和５年２月16日（木）午後１時00分 

場所：ひととものづくり科学館 １階 わくわくホール  

 

 

【教育委員からの意見・提言】 

吉原委員 

成人式は一本化されて迫力があり、盛大な式になった。来賓のあいさつ

は簡潔で、コンパクトな式になりよかった。最初のビデオは、会場がにぎ

やかで声が聞こえづらかったことが残念だった。 

中惣委員 

成人式の先生方のご祝辞のビデオがとても良い時間だった。先生方の

音量にばらつきがあったので、来年は音量を調整して続けていただきた

い。 

村井委員 特になし 



北村委員 

 勝木賞の受賞者には早めにお知らせし、スピーチをお願いする旨を丁

寧に伝えていただきたい。 

小松市は英語に力を入れており、中学校での英検３級の合格者も年々

増えている。羽咋市では中学校での英検準２級の合格者が多い。よいとこ

ろをどんどん取り入れてほしい。   


